
4,830億円

一般会計

(11.8％)

総務費 (7.1％)

342億9,800万円

商工費 (2.9％)

138億6,200万円

その他 (3.6％)

179億5,200万円

515億1,700万円

民生費 (38.2％)

1,844億600万円

土木費
570億2,900万円

公債費 (11.4％)

548億4,700万円

衛生費 (10.7％)

問い合わせ　　総務課　TEL 043-245-3017-3017

主な使い道
教職員の人件費、学校など施設の

改修費・管理運営費、学校給食

関係費、学校備品の購入費 など

一般会計予算と教育費予算の内訳令和５年度

教 育 長

鶴岡 克彦
つる     おか　　  かつ     ひこ

教育総務費教育総務費教育総務費

小学校費小学校費小学校費

中学校費中学校費中学校費

高等学校費高等学校費高等学校費

特別支援学校費特別支援学校費特別支援学校費

社会教育費社会教育費社会教育費

保健体育費保健体育費保健体育費

教育費 690億8,900万円 ※対前年度3.2％減

　4月より教育長に就任しました鶴岡克彦です。

　私は教員として27年間、教育委員会事務局等で8年間勤めてまいりました。これまで児童生徒や保護者、地域の

皆様に支えていただいたことに心から感謝しています。

　この度、本市教育の基本指針となる「第3次千葉市学校教育推進計画」「第6次千葉市生涯学習推進計画」を策定

したほか、特別支援教育を総合的・計画的に推進するための指針を改訂し「第2次千葉市特別支援教育推進基本計

画」としました。これらに沿ってあらゆる教育施策を深化・充実させるとともに、着実に実施してまいります。また、教

職員が心身の健康を保持しながら児童生徒と向き合う時間を確保できるよう、「学校における働き方改革プラン」の

もと、ＩＣＴの活用による業務の効率化や専科指導のための非常勤講師の配置拡充等を行い、教職員の働き方改革

を進めます。さらに、将来にわたり子どもたちがスポーツや文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保

するため、部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた実証事業を実施します。

　生涯学習においては、活力あるコミュニティを形成できる環境づくりを進めるとともに、放課後の子どもの居場所

と多様な体験・活動の機会を提供するため、アフタースクールの導入校を拡大します。

　いずれの分野も、教育委員会を代表する者として、誠実に真心をもって全力で取り組んでまいりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。

令和 5年度

令和５年度予算に盛り  込んだ主な事業について､
新規・拡充事業を  中心にご紹介します。

新規事業または 新規取組みを含む事業

事業の対象や数 量など内容を広げる事業

生涯学習の

学校教育の
充 実

教育環境の
整 備

推 進

公立夜間中学の設置
　様々な事情により十分な教育を受けられなかった方などの学び直しを支援する

ため、令和５年４月に真砂中学校の分校として公立夜間中学を設置します。

稲毛国際中等教育学校英語教育支援
　稲毛国際中等教育学校の英語教育を強化するため、オンライン英会話の導入と

ネイティブ英語講師の追加雇用による支援を行います。

ステップルームティーチャー配置
　様々な理由により教室に入ることができずに、校内教育支援センター（教室以

外の別室）に登校する児童生徒に対して継続的な学習支援や相談支援を行うため、

専任の支援員を配置します。

スクールカウンセラー活用
　小学校での勤務時間を拡充するほか、教育支援センター「ライ

トポート」への配置人数を増やすことにより、いじめや不登校な

どの悩みに対する教育相談支援体制の充実を図ります。

学校施設の環境整備
　安心安全な教育環境を確保すると

ともに、建物の長寿命化を図るため、

老朽化した学校の大規模改造や外部

改修、トイレ改修を実施します。

図書館におけるレファレンス機能の充実
　市民や企業等からの法律や経済を中心

とした高度な情報ニーズに対応するため、

オンラインデータベースを導入します。

子どもルーム､アフタースクールのWi-Fi環境整備
　小学校におけるタブレットＰＣ「ギガタブ」を活用した

宿題や自主学習に対応するため、子どもルーム、アフター

スクールにＷｉ-Ｆｉ環境を整備します。

特別史跡加曽利貝塚新博物館の整備
　令和４年２月に策定した「特別史跡加曽利貝塚新博物館基本計画」に

基づき、縄文文化とＳＤＧｓを学ぶことができる博物館を整備します。

郷土博物館の展示の  充実
　千葉開府900年に向けて、 千葉氏をはじめとする郷土の歴史を学ぶことができる

拠点とするため、展示リニ   ューアルに向けた設計を実施します。

改修
前

改修
後

小学校の水泳学習における民間スイミングスクール活用
　児童の泳力向上、教職員の負担軽減及

び学校プール施設の維持管理費削減など

を目的とし、スイミングスクールにおけ

る水泳学習を実施します。

教育費 (14.3％)

690億8,900万円

79億5,200万円（11.5％）

288億1,100万円（41.7％）

164億2,700万円（23.8％）

17億6,300万円（2.6％）

18億7,700万円（2.7％）

66億9,000万円（9.7％）

55億6,900万円（8.1％）

＊レファレンスとは､図書館の資料を使い､調べものをサポート

　するサービスです。

1面から続く


